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CA1725■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
セクシュアル ･マイノリティの問題と

図書館への期待

子どもの当事者の目線から
　「学校の図書室にあったって、まず手は出ないよ
ね。」と当事者の一人が言うと、周囲から賛同の声が
次々と上がった。コミュニティのイベントで当事者
情報流通に関するアンケート（1）を取ったときのこと
だった。
　セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）（2）は地
域・文化を問わずどこの社会にも 5％程度は存在す
ることが知られるようになったが、その特徴のひと
つは、「見かけだけからはわからない」ことだ。もし
かすると自分もセクシュアル・マイノリティの当事
者か、と思った子どもの一部は本を参考にしようと
するが、自分のことがわかるかどうかよりも「他人
にそういう人だと思われない」ことのほうが、多く
の場合彼ら彼女らには重大で、そのような本を切望
していればいるほど手に取りにくい。学校生活、テ
レビや雑誌などのマスコミ、そしてときには家庭内
にも、セクシュアル・マイノリティに対する意識的・
無意識的な差別や偏見があるからだ。
　他のマイノリティ（国籍や人種のような）の場合
は、殆どの場合少なくとも片方の親は同じ当事者と
して家庭内にいるが、セクシュアル・マイノリティ
の場合は殆どがまったくの孤独の中で成長する。マ
スコミでネガティブでない情報も流れるようになっ
たのはここ数年のことにすぎない。インターネット
が普及するまでは、本や雑誌は当事者が自己肯定し
仲間と繋がる最大の手段だったのである。前述の調
査においては、思春期前後に情報を求めた当事者は、
地域の公共図書館や大学図書館をよく利用していた。
当事者、あるいはセクシュアル・アイデンティティ
形成中の人々にとっては、学校・家庭・マスコミ以
外の情報へのニーズはいまだに大きい。

コミュニティのライブラリ
　マイノリティの当事者コミュニティでは、ニュー
ズレターや関連資料などを収集したライブラリが作
られることがある。日本のセクシュアル・マイノリ

ティのコミュニティの中では、女性の当事者スペー
スである LOUD（3）にライブラリが作られ維持運営さ
れている。女性のセクシュアル・マイノリティに関
する書籍やフェミニズムなど近縁分野の書籍、小説
やコミック、映画などの表象分野に至る日本および
海外（主として英語）の資料が集められ、閲覧およ
び貸出といったサービスが提供されている。日本の
ゲイ・リベレーションの活動当初からの貴重なニュー
ズレターのファイリングもある。このライブラリの
大きな特徴は当事者以外の利用者も受け入れるこ
とである。この規模の当事者によるライブラリは、
LOUD が事実上唯一のものとなっている。ただし、
資料の収集方法は寄贈のみであること、スペースの
関係で蔵書をあまり増やせないこと、閲覧できる時
間が 1 か月に数時間に限られることなど、主として
経済的理由による限界がある。
　セクシュアル・マイノリティ関連の資料は全国各
地の女性センター、男女共同参画施設などでも閲覧
可能なことがある。部落解放・人権研究所の図書室「り
ぶら」（4）においても関連資料が収集されており、2009
年のサイトリニューアルの際にはそれが明示された。

自分たちで歴史を作る
　こうしたコミュニティのライブラリは、欧米に長
期的な実践例をみることができる。欧州では少数言
語話者や民族／国籍マイノリティによる運動、米国
では黒人解放運動やフェミニズムなど、そして 1980
年代頃からはセクシュアル・マイノリティも含む様々
な社会運動が、フライヤーやパンフレットの印刷・
発行、運動家の研修、ロビー活動を行なってきた。
セクシュアル・マイノリティの運動では、同性愛の
非犯罪化や非病理化、トランスジェンダーの性別変
更（外科的処置、公的文書変更）を求める運動が続
けられ、世紀の変わり目の数年で、複数の先進国で
同性婚または同性を含むパートナーシップ法を成立
せしめた。この動きを支えた諸団体のライブラリは、

「親密な性的関係が社会的に ‘ 私的 ’ あるいは ‘ 個人
的 ’ 性格とされているために、同じジェンダーの性に
ついての公的な記録は、警察の記録、政府の報告書、
新聞記事、医学的・精神医学的な論文、そして性指
南本に見られるような ‘ 逸脱した ’ あるいは ‘ 犯罪的 ’
な行動を除けば、ほとんどない」（5）状態であったとこ
ろから積極的な資料収集を続けた。当事者のエンパ
ワメント、当該カテゴリの可視化に寄与したのみな
らず、当事者以外の人々にも本来は必要な様々な情
報を収集・発信する拠点となったのである。このよ
うなマイノリティ・カテゴリのコミュニティ・ライ
ブラリが集まってカンファレンスを行ない、活動・
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研究報告も出版されるようになっている（6）。コミュ
ニティのアーカイブを構築することとはすなわち、
マジョリティが形成する歴史の中で不可視化あるい
はゆがめられたマイノリティの姿を可視化し歴史を
書きなおす「記憶の形成」（7）なのである。
　筆者は 2009 年秋に機会があって、米国モンタナ州
の当事者組織、西部モンタナ州コミュニティセンター（8）

（訪れたときとは名称や組織が変化している）を訪れ
ることができた。資料の一部は予算をつけて収集し
ており、データベースが Web で公開されている。有
償／無償のボランティアが切れ目なく働いて平日日
中には常に閲覧できる体勢を整えている。この団体
の活動の中には、地域の学校への出前授業などが含
まれ、そうした活動の資源としてもこのライブラリ
は活用されているのである。

ネット時代の図書館・ライブラリへの期待
　インターネットの普及によって、セクシュアル・
マイノリティの当事者が関連情報へアクセスするの
は格段に容易になった。とはいえ、問題はさまざま
にある。閲覧情報が他人に漏洩しないかという当事
者の不安は、ネット利用になっても残っている。また、
Web 上のセクシュアル・マイノリティの「情報」は
そのかなり多くの部分が異性愛男性の消費するポル
ノという形で存在しているが、さりとて政府、教育
機関、あるいはネット事業者などによる安易な閲覧
制限は、必要な情報（例えば職業選択のための情報
など）すらブロックしてしまう。この状況の中では、
さまざまな図書館、ライブラリが「選書」というそ
の専門性を発揮し、一貫性があり「外野」のクレー
ムに簡単には動じないような情報セットとしてのコ
レクションをあらかじめ集めて提示してくれること
が期待される。
　冒頭でも述べたように、他人にそういう人だと思
われるのを恐れている当事者は簡単には必要な情報
に手を出せないことがある。しかし当事者だけでは
なく、すべての人に向けての情報としてそれが提示
されれば、手に取ることもできる。例えば毎年 6 月
は「プライド月間」といって、セクシュアル・マイ
ノリティ関連のイベントが世界的に盛んに行なわれ
るが、海外の公私の図書館ではこれに合わせた特設
展示もあるとのことだ。
　日本では 2010 年に初めて政府が関与したかたちで、

「セクシュアルマイノリティを正しく理解する週間」（9）

が開催された。「正しいセクマイ理解」なんてあるの
か、と当事者間でも大いに議論されたが、少なくと
も世間に流布している「理解」が実際の当事者と乖
離していることが多いのもまた事実である。

　書籍以外にも、NHK 教育テレビでは番組「ハート
をつなごう」でここ数年、セクシュアル・マイノリティ
の若者に取材した作品を精力的に制作している（10）。
　当事者コミュニティやライブラリでもさらなる情
報発信が望まれる。ロビー活動を行なっている共生
ネットからは学校教職員向けの DVD（11）も公開され
た。
　そもそもセクシュアル・マイノリティへの差別や
偏見が根強く残るのは、男女二分法と異性愛主義が
あたかも当たり前のような社会にあって、既存の「男
／女らしさ」から外れる存在が生きにくいからであ
る。近代前期に形成されたそうした「らしさ」とそ
れによって編成された社会はグローバリゼーショ
ンの中で溶解し始めている。セクシュアル・マイノ
リティの情報は、当事者にも、非当事者にも重要な
情報であり続けている。図書館やライブラリが、情
報利用に困難を抱える人を含むさまざまなマイノリ
ティの「味方」でありつづけてくれることを強く期
待する。
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